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水素エネルギー協会第130宙定例研究会
2010.2.24，横浜国立大学教育文化ホール、横浜

第 130回定例研究会

電撃工三毛機:.~•• ~::.~. 物質循環を考えた地球環境

ロは炭素貯蔵圏 Gt炭素
は移動量 Gt炭素/年

aS=5 x 1011 kJ/K. s 宇宙への放出Q: 1.2x1 014kW 

報襲化石エネルギーの環境負荷係数(EIF)
Ch・mlc.IEne噌yL・boral柏市~ Y.N.U. 

環境負荷係数(炭素)

Environmentallmpact Factor (EIF) of Fossil Fuel 

エネルギー起源の炭素放出量/自然の炭素放出量との比

場:.~•• ~::.~ 地球における水循環
Chemlcal Enelf1Y Labora佃ry，Y.N.U. 

0.370t 1500t 自然の炭素放出量

(土地利用の変化含む)

0.320t 5.50t エネルギー起源の炭素
放出量

日本地球蒸
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雪・7K 43刈O
地表水 360
地下水 15，300

0.86 0.036 環境負荷係数(炭素)
口は水貯蔵圏Tt水
→は移動量Tt水/年

50ur回総務省統計研修所.世界の統計2004年版1総務省統計局(2004)

D.S.Sh川市el;Te問 striale∞syst・問 andthe四 rboncyde， global 出angeb岨logy(1995)
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都道府県の環境負荷係数 秒以場開日祝日JE察側双糠鮪鰍AE!丸 山
環境負荷係数(水素)
Environmental Impact Factor (EIF) of Hydrogen Energy 

水素エネルギーシステムで生成する水量/自然の水の蒸発散量
獄事長
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日本地E求

2.3 X 1011ν年5 X 101句/年年間蒸発散量

0.036 
1.4 x 109t/年

0.006 

5 X 1010ν年

-0.0001 

システム導入に伴
う水の生成量

環境負荷係数

(水素)

1000 

水素エネルギーシステム
ちとζd';>~';>~ザ々'〆.::... ~~.;;~〆〆{.;~~.;;正佼;月-;:':-.，;_が .~'，þ Ch.mlc.1 En.，冒yL.bor.'olY， 玖N.U.場以水循環と水素エネルギー社会

r';' ペテス'どと'ζふとが;ミ弓か~';/.:"'Ä.. ':;-t ... ~-t.;;.ミ号寸ど~"':~';J.:.;;;:.ゾ;i"与 Ch.mlc.1 En.，冒'yL.bo，.師IY，Y.侃U.

グリーン水素エネルギー社会と技術課題
Ch軒叫c・IEn町lIyL・b。同柏町，Y.N.U. 鯵似グリーン水素エネルギーへ向けて

ザぷ;〆::...::.~メf式.. ~{.;-/.: .. 'A.三:;;';;;':"';':グλ.... A ...... ~ザ~i• ..-A.;~i ... ;式がfメf式ち CI>輔叫c・t/Er，閣官yL，岨抽抽国吋，Y.N.U. 

副生水素利用の導入(石油精製、食塩電解等)

水素システム要素のテスト

天然ガス、 LPG、灯油の改質水素(+CCS) 

産業用

グリーンlI<繁エネルギーシステム

(再生可能エネルギーを利用した循環裂水素社会)

究極のクリーンエネルギーシステム

jグリーン水素のリスク管理と社会受容性j
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S'..:':.~ •. :恩械:実務:.~意ßT，Z:.!d.. ，;:;;ç:水素鯨:Z弘之江ihu. 鯵 :.~•• :':.~ 
目標:低コストのグリーン水素
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<グリプと持輸送技術> 鯵
》有機ハイドライド法による水素の大量長距離輸送貯蔵技術

(輸送・貯蔵コスト低減)

》液化水素の高度輸送技術の開発(現状損失を大幅削減)

》水素インフラのリスク管理と社会受容の検討

パタゴニア潜在風力エネルギー 場:、a、、a
‘‘-.'、 J冷.俄‘ ‘序‘ Jル‘ 6句、‘ -β‘ a 、 d戸‘便‘‘便‘，決~..'‘，決~'.'‘‘概‘ ‘-.' ‘A眠Jル‘‘使‘島.....‘-.'‘‘烏‘‘‘ Jβ、供‘‘，供 J舟‘-.狩‘....‘'，.'‘....._ .. ‘使‘'， .'β‘.._.‘便‘眠‘.、、 ‘-，‘，色、俄 J兵‘....‘'..'兵‘，‘‘‘.... ‘ 

Chemical Energy LlJbor.tory，収N.U.

開発可能風カエネルギー

発電出力;23穣 kW
底力エネルギー:9.7兆kWhJ年

7 ・・ a ・日本の発電総量(~j?OO 億 kWhl年}

可能水素生産量

22，000憾Nm31年
1.9 f:意U年
一一一燃料電j也車15犠台分

〈全世界の車は欝在9億台)

資料

t一段
く水素エネルギ一対応の風車設計〉

》嵐車設計のための風況精査とその評価方法の検討

》強風地区対応超耐久性風車材料の開発と設計

》強風域用、水電解を視野に入れた出力安定化直流発電風車試作

くグリーン水素製造のための水電解技術〉

》世界最高効率(4.5コ3_8kWh/Nm3H2)水電解技術の開発

》電力変動対応技術の開発 /自己負荷平準化

〉コスト競争力を有する水電解技術の開発

》水素併産式系統安定化による再生可能エネルギー許容量増加

匁烹点:乙更芝た乙乙防.:::.-ふ芳漆し湾尽牌":.方尽鴻iぢ本鳩さ悉槻:甥現勝燃祭祭鰐i男鼎烹

力は最も安価で実績が多い

パタゴニア(アルゼンチン)

広大な未開発の土地
世界で最も良い風況 (偏西風により一年を通して安定な鼠)
風力発電ポテンシャル : 日本の総発電量の10倍

円

V
#が冒F培地

もゆパタゴニア地方の風力開発への積極的な支援
日本へ風力を水素に変換して輸送
長距離輸送が課題 → 水素で輸送
風力/水電解水素/有機ハイドライド

=今大型タンカーで輸入・国家備蓄

パタゴ、ニア風力水素開発ロードマップ
勢・-.'‘・_._.._.、.、 j、".、.....・9・J・・P‘'‘A附鼻........‘._._..、...._.・‘............• ‘.....‘...， ... . 

9・J・・....・ J‘‘久 J‘令 J・・ ..... .. ・.........‘・.__.._...__.._‘............. . Chem;cal Enorgy Laboratory， Y.N.U. 

-2009 :嵐況測定
Sクラス (IEC)風車の設計、試運転
強風に耐える材料開発
風力/水電解技術の開発

-2 0 1 3 : 6 0 0 MWのWindFarm 
水素輸送技術開発

コンテナ、輸送船

先進の有機ハイドライド法

-2030 大規模開発へ、水素を日本に輸出

日本を環境制約、資源制約から解放する。
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